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松藩
代
の
﹇?????
はじめに
。士族の崩壊過程。と云うテ
1
マで、卒論を書いた結果、考えら
れたことは、一般概念的な問題から一歩掘下げて、具体的なものをしらべなければならないいと云うことであったので、たまたま文部省史料館に松代蕃関係の資料があると伺い、これによってみることとしたものがこ 論文であるが、紙数の関係 一部を抜奉し、取趨め 拙文であることを御了承下さい。
結果として、幕末の封建制度が歴史の発展につれて崩れ、明治
維新に至
っ
て、松代藩はどの様に新しいメカニズムに適応した
か。当時何の抵抗もな に、法令 ままに移り できあがった明治初期の地方の行政制度は、市町村制を施行す に当って、うたいあげているような地方自治の精神 およそちがった内容をもっ
ていると云えるが、このことは、維新時、すでに。近代化。が、
如何にゆがめられて歩きだしたかを 明かにするものであろう。
松代藩を全国の藩中で幕府方、勤王方、その他、にわけた場合（この蕃は勤王方。）、又、松代藩を農村と町の代表である城下町
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と比べた場合、では又、その変遷にもそれぞれ特殊性があると云うことも、考慮に入れておかねばならないであろうし、その特殊な藩を別々に、取上げて比較検討しなければならないことも考えながら筆をすすめたい。
制度が変れば、思想も変るものであろう、とすればこの制度を
支え、歴史の中で、当然台頭すべき階級が強く現 ない空白を、どの階級が埋めたかは、よく しかめられなければ、 ら いことである。
明治五年第一一七号布告が市町村吏員の職務権限及びその選出
にあたって、士族に重点を置くべく 言及し いるが、これによってただそれで から当然、士族 中でも下級士族の進出がある筈であると云切ってしまわ いで、これに抵抗はなかったか、何故この様な布告を出し得たか寸この階級でなければならなかったか、と云うことを知りたいと云うこと ら 制度上の人々の動き、これを支え いる経済面の変選を追ってみよう。
一給禄
品川の文部省史料館に、松代藩真田家の給様渡元帳があり、こ
丸
五
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れで、士卒総数一五八八名について、調ぺたと
ころ次の様な結果
を得た
。
向、当時、基本的な経済構造である農村の中で、松代藩も例外
ではなく、すでに階層の分化が
は
じま
り
ており
（ 註
、引用文
付 ）
又、天保十年以降、金拾両
あ
たりの籾俵数が減じてくるのを次
の
表で（註、表伺）知ることができる 、この様な基盤にた
っ
て
給
樵制度があったわけである
。
引用文付所収歴史学研究一四九号、一二七頁
近世農村機
構の
一形態
ー松代藩の農村構造
i鈴木寿著
｜この表によれば同村の帳附百姓幻人の中 一
O
石以
下
は一人
（七石六斗九升四合）で、他は全部一
O
石以上とな
っ
ており、
最高は八六石一斗九升五合である。かくの如き農民構成及び
土
地所有状態が天保十二年の岡村検地帳に
お
いては前掲の如
き
、
土地所有の低減乃至零細化となって現れている。
ill
中略ーー
この事実は帳附
百姓即ち本百姓といふ近世初期の原則や分地制
限が漸次崩壊していたことを
示
すものに外ならない
1 1
註
表
判
松代町史上
巻
延宝二年文化元年文政元年
金拾両で金拾両で金拾両で
六二九頁
、設六十
O
公
租五十俵籾四八俵籾四一俵
九
ノ、
天保十三年嘉永三年安政一五慶応元年明治元年明治三年
級三八俵籾三五俵籾三一俵粗一五俵籾七俵籾四・半俵
同
右の様な経済の状態にあって、倍高制度を採りながら、藩士た
ちは、知行地又は鹿鳴を与えられていた。（所収、松代町史上巻
六三人頁
l
六三九頁）
ー知行所では正税と雑税、度鵡に又、石一品、金線俵取、扶持方
がある
。
俵取に五斗三升、五斗、入の別、扶持方に、根、玄米 白米 の別があり、俵一人扶持は六俵、玄米一人扶持は一石七斗七升、であ
っ
たと云われる その他江戸詰、京都詰には若干石の紙
役臓が った
。
家職不相応の重い役目を持った折は、ー詰高が
ついた
。
この他職鵡及び役料の利があ
っ
た 。
明治二年、士卒械を節減するため、知行地を没収し、農践とした
。
最高は四百石の十分ノ一、最低士分は八石四斗、卒は
四石七斗六升とした
。
その中六分は俵米で、四分は現金支給
であっ
た
。
以上
は
松代町史中の一文であるが、明治二年、三年、四年、の
波高実高を記した給品川波元帳の資料から表同を作ると左の様な具合になる
。
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I に不明11 I s i 
A 印明 3 年の士卒総数 158 名中の内訳・俵数別
2 3 4 5 6 7 
俵 数｜｜明予定.3 数．狩（俵『）I明. 3. 成高l明.4. 渡高i整理新No井．附｜！企人数（名）｜｜・（名）
俵
1～ 10 6. 1607 6. 1607 6.09 651 561 
1 ～ 20 12.34 12.60 未調査 672 213 
（不核実1名
21 ～ 30 28.365 21.394 未調査 29 349 。
31 ～ 40 36.5 2ー7.394 36.5 25 79 。
41 ～ 50 41. 4152 30.6829 40.915 23 56 。
51 ～ 60 58 .2189 4.3698 56.7189 12 179 。
61 ～ 70 6.4378 51.073 6.4378 7 69 。
71 ～ 80 78.063 60. 105 78.063 5 16 ; 。
81 ～ 90 83.756 81.4537 82. 165 4 1 。
91 ～10 95.08 72.4168 未調査 40 1 I 。
10 ～10 107.2 81.4537 706 8 。
11 ～120 17.251 90.21 1.85 357 : 4 。
12 ～130 123.067 94.260 
未2調2査
549 。
1J1～16~ 15~. 43~3 10~. 07~2 183 。
16 ～170 168.04 129.07 
~：＼～～：：（~ 179. 1896 1:{・ 483 1 ：~： 8770 ( 2 1 . 32 2 1 43~8 201.4 
〔表
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右の表同を作ってみて
まず松代藩が明治初年にどんな給識をしていたか判
っ
てくることは次の諸
点であると思う。
①〔イ〕明治三年の渡
高は予定石数より一般的に少く、明治四年の渡高は、予定石数と同じである。これは
9
明治
二年巳年は違作ニ付御知行之面々検見引伺、十一月、郡政副主事
6
とある資料によって（文部省史料館整理h m T M
） 判
っ
たのであるが、作柄が悪
九
七
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かったためであった
。
〔 ロ 〕 、 〔 イ 〕
の悪
作の時の給臓は、最高藤
者
は約七六、六
一
%わ
た し 、
最
低践者は一
OO%
わたしとな
っ
ている
のを
みる
ことができる
。
①次の表伺との間でわかる同じ人を比較してみると、高時者
は
1
一日適宜様、
1
一2
倍高割
引、と云
っ
た割引かれ方を
しているけれども、低践
者は殆
ど予定石数
全額を得
ている
わけである
。
①悪作がすぐ給践にひびき、又その翌年すぐ立
直
るとは、底
の浅い藩財政であることがわかる
。
給織の支給が明治三年 は、七月（代金渡）、十月、十一月（こ
の月はわたされる人とそうでない人とある）、十二月、であ
っ
て 、
その他に
h q
先納継合渡
h q
（ 何 の
ζ
とか不明）がある。この時、低
給椋者（多くは玄米二
O
依以下の者を指す）は、一年中何月と云
っ
た区別はなした、少しずつわたされていると云うことがわかる
。
高践者は、たまに例外はあっても、 のようなこ はない。
明治四年は、平常なので、一
2
五月間に二回、その後、後半は
六、七、八、九、十、十一、十二、その他 と云
っ
たように支
給
している。
又松代町史（上巻、六三九頁）では、明治二年適宜録に改正し
た時、給録の内訳について、「籾六、現金四、の割」と記してあるが、私の調べた資料では、現金渡月（明治 年）は、六、七、月頃で、給践の約二割強と計算される
。
（表向と表伺を併用して
計算した）
九八
職
階
所
収
松代町史上巻、六四八頁
ー松代藩はその石高に比し、
頗る多
数の士卒を
養 っ
て
置
いた
。
きれば他藩の如く、高級士と難も若党、仲間、槍持、等の小者を
召抱
え
ることが
容
易でなか
っ た 。
故に番頭、物
頭
、大目
付、郡奉行、町奉行、職奉行、等には、同心足軽を附属せしめた、これを永預同心 と云ったのである。
l
そして廃藩当時、士一卒総数二千七百七十四名（所収、松代町史
上巻六四八頁）の藩士を容していたわけである。明治に入
っ
て
幾度か藩制の改革があった結果が右の総数 が、次の資料で給人以 、給人以下の総数を参考にすると次の様である。
文部省史料館
文政七申年（一八二四年）
給人以上四六九名給人以下二一
O
名
その他浪人
格
約十名
六八九名
真田文書ヨリ
計
と云われ、給人以上はそれがか
永
タとその他にわかれるとしても
9平士。であるとすれば、給人以下はいわゆる卒であろうか、こ
れについては後で考えて
み
るとして、それからあと約五十年（一
八二四年
2
一八七
O
年）をすぎた時、左記 表向のようにな
る
。
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所収、松代町史
上巻、六四六頁、六四七頁
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101. 521 
86.902 
72.83 
67.94 
64.973 
43.70 
品
信1
官同
品
品
高
32.56 20 石｜高
｜収得金額［｛昔高割引｜選宜給膿［金践額［
30人誤誇 l 弘米臼3J~雪（ 42 石4
川持［玄米 35一抗240 I 15. 川 一 ~1 
孟~： 1 壬米 26~~ I金 s0 哲誌i 山 31 3 I 
3人~~＝ I~米 s. 1~ro I 18. 8671 14. 261 I 
人扶持l玄米 8叫 6.9 引同 上（
人扶持｜玄米 1川同 上 l同 上 i
戸hdQU 噌E A円h vp h u  
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明｜明｜文
治｜治｜政
四｜三｜七
年｜年｜年
一一寸一一→一一）一←ー
土
卒
つ
と云うようにな
っ
て、増加している。
一方、前記表同の⑦欄の数百名は次の様な仕事をし、この名称
は下級藩士名簿に入っていた人々であって、いずれも一
2
二
O
俵
を扶持としており、二一俵以上の所には一人も見出せないものである。役目は、鉄砲師、鍛冶師、水道方御仲間、御湯殿番、御台所御仲間御買物所小使兼、御城内御掃除方御雇仲間、士官学校御雇小納戸、産別会 御仲間 訴訟方 仲間、郡政方御仲間、翁露山御仲間、 漬物師、御飯方割当被扱組、 手方
当時口口附人元御坊
主役、御酒番御仕入、元御膳主、御瓦師、下大工 御屋繭
屋
、御
木挽、御左官、御口之者、御家給仕助勤 小
納戸
、御紙（駁）、御
塗師、御厨人、長国寺惣 門番、刷臥吹 雇などである。
表向の俵数に基いて、士、卒、の境界をつけるため区別してみ
ると次の様に考えることがで
き る 。
①一二俵以上を計七七九名とすると、
ものは七九八名と云うことになる。
一2
二
O
俵に該当する
又、区別を変えて、
①ゴ二俵以上を取ると、四三
O
名と一、二五八名となり、
③四一俵以上で区別すると、以上の者は約三五一名 以下の
。。
者は一、二三七名となる。文政七年より以上が減ることは考えられないので①を取ることにすると、「卒」級の藩士が、明治初年に急増したことがわかる。
これは、身分、階級の区分が変ったばかりではないのであろ
う。真田藩の知行石高その他の収益が余り変らないにもかかわらず、明治初年及びそれ目前に戦役やその他（京都守護、和ノ宮御降旗の警街、甲府出兵、会津出兵、等）があり、このため 出費多く、ー所収、松代町史上巻、六五六頁
i
、約百十万両の藩債を
負ったと云われ、世の不穏さを裏書するような午札騒擾などあって、領内に約十万両程の偽札が通用したりした
。当時
、財政は窮
迫し、不安定であったのである。これらの経済 社会の状況からみて、支出の増加と、戦乱のための士卒の増加は関係があると思われる。やがて明治四年になって士卒総数は、二千七百七十四名となるけれども その内訳は次 様に説明 ている。
111
所収松代町史、上巻、六四八頁
ii
的
l
卒父兄子弟等に召出され勤仕又は兵隊編入の者、廃藩
置県
の瑚職解隊収録して原籍に復せるもの（四四名）
例ー一履組と称したる者手充米金を与へ、勤仕を免じ、平民籍へ
編入された（一二一八名）
付ー明治四年貫属被仰付同五年士族に編入せられたる有臓の者
（一、三四人名）
と云うことになっている。
四六年間の変化である表向によってもう一度ここに至るまでを
見直してみると
9
士。がゆるい増加であるのに。卒。は急激な増
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加をみせていると云よりことになる。
文政七年の資料（表伺）は、表書に各々こう記してある。
一給人以上明細書名面調帳
一
一
御目付一
一給人以下拝浪人格明細書名面調帳一「
Ili
－ － 阿 川 げ 一
ここで給人と云われている人々は、何の区別なのであろうか。
この明細書からは、俵数を知ることができないので、直接何も判らないが、明治三年の給膿渡元帳と照合し み 、その中、長命の人であろうか、同一名が拾えるので、その扶持数を知ることができる、表的一より給人以上と云われる人の扶持の俵数は
ω
の様
であるし、給人以下の扶持俵数は例のよらである
。
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イ
松代藩の崩壊（新井）
七〕〔表
これで、給人以上は二
02
一O
一 俵 ま で 、
給人以下は一九
2
四六俵まで、
と云うことになる。
文政七年から明治三年正月までは基本的な俵数に変化がないと
すれば、明治三年の照合のままで考えてよいと思われる。そこで明かにな
っ
た表の上から次のことがでて来る。勿論この俵数の表
は六八九名中四九例しかとれなかったので、完全とは云えないけれども、次のこ は云うこ ができる。
ハ門給人以上と給人以下は一系列の扶持数で区別されたもので
はない。（表伺参照）給人以下の方で最低が一九俵三斗六升である。前記の表同でわかるように、二
O
俵以下が計約七九八名でその中、最
下欄の下級審士名簿中の人 殆どで七七四名 とすれば、給人以上、給人以下、の名面は、下級藩士
H
卒ではな
伺
。
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いと云ってよいかもしれないと考えた。
以上によって、真田藩の下級藩士、上級藩士の区別、大体の概
念が、資料の範囲で明らかにな
っ た
ようである。
そしてそれは、卒と士との大体の区別と云ってよいかもしれな差立席と云うものがある。これは真田藩特有の役名であって、
大略次の様である｜所収松代町史上巻、六五
O
頁
i
門閥家格共に重く、殊遇をうけ、家中一般から尊敬された所謂「差立席」の家と云うものがあ
っ
た、夫れは三十六戸（
表的）に
して、旧藩士河原理助（昭和三年九十才の高令に達し、尚嬰鎌たり）の言日く次の諸家である。名役の中、家老職以下は常に変動ありと雄も、明治二年の役人帳に拠ることとした。｜｜
v¥) 
I/ 
役
役
表
。同家同同同無
兼
公老
議
人職
I/ 
名
氏
席
鎌原仲次郎矢沢右馬之助真田図書鎌原竜太郎玉川左門赤沢助之進河原左京望月帰一郎大‘熊衛士
名
（明治二年役人帳）践高一永預同心数千石一永預同心三十人千四百石
一
永預同心四十人
七百石一。二十人四百亙不明六百石一永預同心十人四百石一。十五人
五百五十石
一
。三十人
千二百石
一
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平 田歳彦郎 隼左内美町
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以上によって、藩士の数の変化、士、卒、の区分、又、藩の特
殊な役名などについて記した
。
これ等の中から判然としたものを、階級別に下から 別して整
理してみると、次の様になる。
六四九頁｜
ー所収松代町史上巻
〔A
〕準卒以上の者（二百五十余名）納籾を給せられた もあったが多く無給。帯万を許され、毎年年始に参加、藩主知行の際は、送迎を行ひ非常の場合は卒に準じて使役の任にあた
っ
た 。
〔B
〕卒：：：諸士及准士席の者をも含む（一、八九五名）世襲の 、その子弟で召出され勤仕、兵隊とされた者、前述職業の御一雇組と称されるもの、その他。又、諸士、準士、と云われる中に卿士がある。
〔C
〕士・：給人以下井浪人格。士 ・ ・ 給 人 以 上 。
〔D
〕：：：平士
馬に乗ることを許されていたし又、この中には差立席の待遇をうけていたものもある。（例、常田、岩下、矢島の三松代藩の崩壊（新井〉
家 ）
〔E
〕・：差立席ω
差立席から平士に故あ
っ
て引下らせられた例、木村縫
殿右衛門、
例一代差立
一代かぎりのもの
け無役席
家老職専門（例、矢沢・謙原・真田・謙原の四家）
職階の動き
前記のような形をとっていた松代藩の藩士団も、明治二年以降
は、その全体を士と卒にわけたが、彼等はそれぞれに、どんな形で、どんな階層に動いて行ったろうか。まず卒から、みることにしよう。卒 、
明治二年松代藩では、足軽も隊に編成し、卒に入れた。明治三年、政府は卒及び士族で帰農商出願者に賜金制を設けた。そして椋額五ヶ年分を一時に下賜している。明治九年金時公債に変えられるが、
ー所収
h q
信濃
h q
第七巻四号｜松代藩の足軽同心について｜
二五二頁、西沢武彦著
l
東寺尾村家時賞典臆渡元帳（明治人年頃）によって作られた表の結果は、多少内職的にでも農業をしていた者は、郷土に残
っ
て落着き、金録 債の資本で次第に土地を拡げ 村の中の有力
。
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な人物として、新しい資本主義経済社会に活躍するようになるが、全然農業をしていなかった者は離村している。他出した人々は表でみると、比較的高識であるが、東京に出て何の職業についたかなどと云う、その後の様子は不明である。と結んでおられる。東寺尾村在住者士族平民計七十八人についてみると中十四人は東京に出て他の職業についたが その他の大部分 、農業に従事するようになっ 。七十八人中士族は五五名である。又、別の表によると｜｜信濃第六
O
一号五六頁、西沢武彦著
l
l
城下町周辺の村々で、一二十人以上に及ぶものは、西条村の百
二十人、東条村の五五人、東寺尾村の三四 、清野村五九人、関屋村の三九人である。が城下町に屋敷割さ た足軽の住居はその二割にみたないも で、城下町二二八に対して、その残りの大多数は在村者で 六一四名となっ いる。在郷 足軽は、 で、名主、組頭などの者もあり、身分別にすると次 様に判明する。
｜｜所収信濃六の一
C
帳別 借合一身
村
民
軒
13 8 30 7 16 数
打分
身
下家 地地分
屋
倍
五八頁
村
内
の
長｜第
軒｜三
1 19 数｜表
｜，よ
5 
一O
四
一間
城下町周辺に定められて居住した足軽は、城下町からへだたっ
て住む者より町の進んだ経済生活の影響を濃くうけていたと思われ る 。
真田藩の在郷足軽制は一方か 言えば俸給生活者であるが、こ
のことは村の土地所有が細分化すること〉、商品経済が進むこと、相侠っている。農業兼足軽、職人兼足軽と云う多角経営が有利で、必然的に要求されるものであるが、冥加金や免租地でないかぎり、お年貢を納めながら、一方 、給料（切米、扶持米）をもらっている 云う型は、この一方をはずせば、生計がたてられない場合、又 よりよく成立つと云うこと 一っと 又、歴史の発展につれてそのどちらかに動くまでの過渡的な型であると云うことができる。つまり支配者であ た藩士 末端と、農民層の比較的上層と云う地位にあって、どちらにも最も前衛 に触れ う、何事につけても矛盾を多くはらんでいる身分階層が、在郷 であると云えるものであって重要である。
次に士についてみる。（法政大学「白木近代史研究」四号に転載）
｜｜松代町史上巻、五一
02
五一一頁
寺、宗教関係不明
7 
。
。
5 
計
34 
士 、
明治二年十二月職制々定があこれに任命された人々は、差立席その他、高級の士である。即
ち 、
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。真田桜山、。鎌原溶水、。赤沢蘭演、。河原均、。大熊萱、。岩崎懲、。玉川調布、。金井麗水、鈴木庸、高野広馬、草間一路、市場源七郎、岡野敬一郎、岸善八、佐藤美与喜、北沢冠岳
らであ
っ
て、下級藩士ではなく、差立席の者（
O
印）八名を含
んでいる
。
翌明治三年九月、又審制を改めた
。
そして高野広馬、成沢勘左衛門、山寺源太夫、をそれぞれ起用
し た 。
明治四年明治二、三、年の同じような顔ぶれの中で、多少の移動がある。併し廃藩置県が日本全体に定められた後は、又、陣容を一新している。。赤沢蘭演、矢野唯美、北沢冠岳、樋口旗之助、馬
場
広人、久
保三郎、高野宇金吾 富永新平、前島有年、藤井浅右衛門 近藤晋、横回数馬、河原理助 笠原平六郎、佐藤伊与之進、宮沢善
次、等
ここには明治二 三年頃、そして明治四年のはじめ頃にみられた差立席の人は一名を数えるだけとなった
。
仕事の組織が代
っ
ても、その内容は同じような比
重
を占めているのである
。
が こ
れを支える人々 、同じ士族の中で、最高級の藩士か やや下った藩士を含めるように
変 っ
ている
。
一つのメカニズムが
崩
れるたびに階層を変えて行くわけである。これは 二四年はじめの二ヶ年何ヶ月間の変化であ 又 この 九
松代藩の崩壊（新井）
月、松代県は廃され、長野
県
に合併している
。
明治五年全国に太政官は区制をしいた
。
中央集権の体制が形の上でだけ
整えられること
に
な
っ
た
。
長野
県
は七十二区にわけられる
。
中
で松代町（城下町）を含む地区は
第二
九区である
。
これ以後の
市町村制の問題は、前掲「日本近代史研究」に未熟なものを記載してあるが、戸長、長谷川照道、恩田新六、竹村小習、副戸長は矢野唯義、片岡平十郎 春原織右衛門、近藤民之助、横回数馬、で時高からみて、中級以上の士である
。
この年十一月
に
、戸長、副戸長、は区長、副区長、と改められ
横回数馬が第二九区
長
に任命され、区制が変
ウ
た後も、埴科郡
々長として明治十三年八月 死亡の折まで企任することになる 。
士 と 卒 、
明治七年政府は区制を廃して、大小区制をしいた
。
五十二大
区これは又、一二四五小区にわけられた。松代城下町 その周辺の村々を含む所は第十三大区で、区長は横回数馬であ 。さらにそれは第一
2
第
八小区にわけられるが、城下町であった松代
町の
第
四小区戸長
は
、竹村小
習
、
。矢野唯美、
明
治八年、河原
理助、宮島嘉蔵で、松代藩士である
。
そして第四小区以外は、
すべて村であるが、
第
八小区の戸長は、東寺尾村及び柴村、
の
代表片桐虎次で
。
明治八年、東寺尾村家繰賞典樵渡元帳によ と彼は卒 、六、
一O
五
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二六
O
石、帰農、としてある。他小区の代表もき
叶
と大体は右
の様な半士半農の在郷の士であろうと推測される。町ではか
つ
ての士が村ではか
つ
ての卒が、同じ意味をもっ新し
い小区
長
として、明治七年以降、活躍するわけで
あ
る
。
四結論
ー所収
明治地方自治制度の成立過程二三二頁
亀卦川浩著
l
ll
明治のはじめ政府は、町村自治に対して、殆ど無関心であっ
た。このことは当時の政府に地方行政の末端まで心をくばる余裕のなか
っ
たことにもよるが、一つには、本来町村自治そのも
のの意義や価値を積極的に認めないとか、或は国家権力に対する関係において、意識的にこれを否定するとかいうことではなく、むしろそれよりも以前の問題であったのである
。
しかしな
がらその後、数年間の息ずまるような体験 、おのずから政府の眼を開かしめた。そしてその眼を開かし たのは主としていかなる点についてであった といえば、もしもこのまま、町村に自治を与えなければ、本来町村戸長の責任 属する一小事までも、ことごと 政府 責任とし 追求せざるを得ないと云うことであ
っ
た。また一つには自由民権に対する国民の要望のは
け口をい守すれば ずにはおられぬものとすれば、むしろ進んでその最も小範囲の、かっ日常的な行政を対象 町村自治にこれを与うべきであると云うことであっ ！ー
（ 傍 点 筆 者 ）
当時、治められる者も、治め 者も、町村自治などは、右の文
一O
六
中の言葉のようにそれ以前の問題でしかなか
っ
たものである。
だからこそ村には卒が、町には士が、その与えられた町村自治
、 、 、
に再生するのである
。
（ こ の
傍
点部に対して。達。が出てい
る
から、当然だと云うこ
とを、児玉幸多先生から面接の折注意されましたが、矢張り、そ の
hq
達。が出せると云うこと、受入れる側にも抵抗がないと
云うこ 、又、それが直ちに軌道に
っ
て動き出すと云うこと
は、明治初期の歴史での特殊性であると思われましたので敢てこの点を分析したわけ した。）明治十七 八年以降 調べ は
1
士族は暁の星程しか、商業経
済の面で 成功しない
。
ll
（所収明治前期財政経済史料集
成第十七、 八 十九巻興業意見）
と云われているし、まさにその通りであるが、制
度
上の面では、
当然払拭された封建士族につづくべき階級がないために、もう一度
ll
それよりも以前の問題ーーであった中にあ
っ
て士族は中央
集権制度を支えるのである。
松代藩の崩れて行く中から、具体的に新制度と噛合
っ
て行く道
程が握れれば、この
論
は目的を果したわけで
あ
るが
。
一 九 六
O
年一月
ロ い壬 ・
ロ
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